
平
成
二
十
一
年
七
月
三
日
提
出

質

問

第

六

四

一

号

水
俣
病
未
認
定
患
者
救
済
法
案
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

提

出

者

岩

國

哲

人
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水
俣
病
未
認
定
患
者
救
済
法
案
に
関
す
る
再
質
問
主
意
書

水
俣
病
関
西
訴
訟
大
阪
高
等
裁
判
所
判
決
（
平
成
十
三
年
四
月
二
十
七
日
）
は
、
原
審
に
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
昭
和
六
十
年

十
月
十
四
日
か
ら
二
十
年
前
の
昭
和
四
十
年
十
月
十
四
日
以
降
に
水
俣
湾
周
辺
地
域
か
ら
転
居
し
た
患
者
に
つ
い
て
も
救
済
対

象
と
し
、
ま
た
、
上
告
審
に
お
い
て
は
、
右
高
裁
判
決
が
昭
和
四
十
年
十
月
よ
り
さ
ら
に
六
ヶ
月
前
に
転
居
し
た
患
者
を
救
済

し
た
こ
と
に
つ
い
て
も
認
容
し
て
お
り
、
除
斥
期
間
を
単
に
機
械
的
に
適
用
す
る
の
で
は
な
く
、
事
案
に
応
じ
柔
軟
に
判
断
し

て
い
る
。

右
判
例
、
本
国
会
質
問
第
五
二
七
号
お
よ
び
右
質
問
に
対
す
る
答
弁
書
に
関
連
し
て
、
以
下
再
度
質
問
す
る
。

一

本
日
、
衆
議
院
環
境
委
員
長
提
出
と
な
っ
た
法
案
（
以
下
、
本
法
案
）
第
三
条
の
「
解
決
は
…
地
域
経
済
に
貢
献
す
る
こ

と
を
確
保
す
る
こ
と
を
旨
」
と
の
規
定
、
お
よ
び
同
第
九
条
第
二
項
第
二
号
の
環
境
大
臣
の
認
可
を
得
る
た
め
の
条
件
の
一

つ
で
あ
る
「
地
域
の
経
済
の
振
興
及
び
雇
用
の
確
保
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
」
の
規
定
の
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
操
業

地
の
移
転
の
有
無
と
い
う
点
は
、
積
極
的
に
斟
酌
す
べ
き
事
由
と
考
え
る
か
。

二

戦
後
、
日
本
に
お
い
て
、
本
法
案
以
外
に
、
現
行
法
上
会
社
法
第
二
条
第
一
号
に
規
定
さ
れ
る
会
社
に
該
当
す
る
営
利
社

団
法
人
に
つ
き
、
一
定
期
間
移
転
を
制
限
し
て
特
定
地
域
で
の
営
業
を
義
務
付
け
る
規
定
の
存
す
る
法
令
が
存
在
し
た
こ

一



と
、
ま
た
は
、
当
該
規
定
を
含
む
法
案
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

三

戦
後
、
日
本
に
お
い
て
、
本
法
案
以
外
に
、
民
事
法
の
一
般
法
た
る
民
法
の
規
定
で
あ
る
詐
害
行
為
取
消
権
を
適
用
除
外

と
す
る
規
定
の
存
す
る
法
令
が
存
在
し
た
こ
と
、
ま
た
は
、
当
該
規
定
を
含
む
法
案
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
か
。

右
質
問
す
る
。

二


